






要約:平成 7 年度の厚生省研究班において提案されたクレチン症マス・スクリーニング陽

性基準の改訂案について,過去 6年間の千葉県の成績をもとに評価を行い,千葉県において

この改訂案の適用が可能かを検討した．その結果,1)初回 TSH が 10μU/ml 全血以上 30μ

U/ml 全血未満を示し,精検時血清 fT4 低値の症例が 7 例存在した.この 7 例は改訂案では

再採血となるが, うち 3 例は現在の千葉県の基準では直ちに精密検査となる症例であっ

た.2)再採血 TSH が 10μU/ml 全血以上 18μU/ml 全血未満を示し(再採血は日齢 14 までに

施行),精密検査時血清 n4 低値の症例か2例存在した.この 2例は改訂案では再々採血とな

るが,千葉県の基準では再採血後精密検査となる症例であった.改訂案を千葉県の成績にあ

てはめると,早期に治療開始が必要な症例の診断が遅れる例のあることが示唆された.


